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【様式1】指導部で記入　→
／
申請受付日

(所属(市費)コード　　７６１７６１　)
大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算配付申請書(総括)
　
１　学校運営における現状と課題　※運営に関する計画の１学校運営の中期目標欄に記載の現状と課題を再掲　
【学力の向上】
　本校は、人権尊重の精神を基盤に据えて全ての教育活動を展開している。また長年にわた
り学力向上の取組みを継続させている。しかし、６年生の学力・学習状況調査の正答率をみ
ると、大阪市や全国と比べて下回っている。
そこで、この数年間は国語科や算数科において、習熟度別指導やＴ.Ｔなどの指導形態に
積極的に取組むとともに、児童が自分の考えや意見をもって他者と交流することができるような授業づくりを進めてきた。今後、「説明」「論述」「討論」「対話」等の「言語活動」の充実を図りながら、児童の「思考力・判断力・表現力」を育成していく。また、児童の実態に即した学習資料をさらに工夫・作成したり、体験的活動や「本物にふれる」活動を積極的に取り入れたり、自主学習を充実させたりしながら、基礎基本の定着を図り、知識や技能の習得と活用とを図っていく。

【道徳心・社会性の育成】
　家庭の状況、児童の特性などから自尊感情を十分にもちきれていない児童が多くいた。そ
こで、児童一人一人に関する多面的な理解をさらに進め、今後も、計画に基づいて、人権教
育の推進に努めていく。また、努力や結果を他者から認められ、自尊感情を高めることがで
きる場を児童の実態に応じて、工夫して多く設けるようにしていく。
　自尊感情の低い児童に対しては今後も理由を分析し、教職員全体で理解を深めるとともに
保護者地域と連携しながら成功体験を積み重ね、その高揚に努める。

【健康・体力の保持・増進】
　全国体力・運動能力、運動習慣調査の結果を見ると、男女とも体力合計点は全国平均を上
っている。ただし個別の結果を見ると、「２０ｍシャトルラン」と「ボール投げ」の結果が、
全国及び本市平均よりも低い。そこで学年を通した継続的な取り組みや、系統立てた取り組
みを今後行っていく。
健康面では、「早起き」「朝ごはん」「早寝」に関するアンケート結果から、生活スタイルが改善されつつあると判断することができる。今後も、保護者・児童に対して、早寝・早起き、朝食摂取の重要性を伝えていく。

































２　学校運営の中期目標　※運営に関する計画の１学校運営の中期目標欄に記載の中期目標を再掲　
【視点　学力の向上】
○　平成２７年度末の大阪市教育研究会の作成する国語科・算数科「しんだん」において、正答率を同一の母集団で比較し、いずれの学年も大阪市平均を上回る。
　                                                       　（カリキュラム改革関連）



 

○　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは、国語の授業がわかりやすいと言っている」「子どもは、算数の授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。　　 　　       （カリキュラム改革関連）

○　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において「とてもよくわかる・だいたいわかる」の割合を９０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）
○　平成２７年度の全国学力・学習状況調査における質問紙調査の理科において「理科の勉強は好きだ」「理科の授業の内容はよく分かる」と答える児童の割合を平成２４年度より向上させる。                          　　　　            （カリキュラム改革関連）

【視点　道徳心・社会性の育成】
○　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の自尊感情「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」において「はい」と答える児童の割合を９０％以上にする。       　                   （カリキュラム改革関連）
○　毎年度末の校内調査において遅刻の児童の割合を、毎年、前年度より減少させる。
（カリキュラム改革関連）

【視点　健康・体力の保持・増進】
○　課題である「持久力」に関して、本校独自に行う全校児童対象の平成２７年度新体力テストの「20ｍシャトルラン」の記録を、全学年とも平成２５年度（６月実施）より向上させる。                                 　　　　　       （カリキュラム改革関連）
○　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早起き」「朝ごはん」の３項目とも、肯定的な回答を８０％以上にする。
（カリキュラム革関連）



























３　中期目標の達成に向けた年度目標　※運営に関する計画再掲
【視点　学力の向上】

①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。    （カリキュラム改革関連）

②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。    （カリキュラム改革関連）

③　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは、国語の授業がわかりやすいと言っている」「子どもは、算数の授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。　　　　　   　 （カリキュラム改革関連）
④　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において「とてもよくわかる・だいたいわかる」の割合を８０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）

















【 視点　道徳心・社会性の育成 】

①　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の自尊感情「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」といった内容の質問に対して「はい」と答える児童の割合を９０％以上にする。          （カリキュラム改革関連）
②　平成２７年度末の校内調査において、遅刻の児童の割合を、前年度より減少させる。
（カリキュラム改革関連）

【視点　健康・体力の保持・増進】
①　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早起き」「朝ごはん」の３項目とも、肯定的な回答を８０％以上にする。
　 （カリキュラム改革関連）
②　課題である「持久力」に関して、本校独自に行う全校児童対象の平成２７年度末の新体力テストの「２０ｍシャトルラン」の記録を、全学年とも平成２５年度（６月実施）、２６年度（２月実施）より向上させる。                      （カリキュラム改革関連）


















４　26年度の自己評価結果の総括　※26年度の運営に関する計画再掲
３年間の中期目標の中間年であり、昨年度の結果を基にして目標を設定し、１年間取組んできた。【学力の向上】、【道徳心・社会性の育成】、【健康・体力の保持・増進】とも、各学年・校務分掌が中心となって多くの取組みを行ってきた。また、それぞれに充実した内容の取組みとなった。　
その結果は、以下に示すとおりであるが、すべての面で目標が達成できたわけではないので、具体的に効果のあった取組みや工夫を中心にして、今後も取り組んでいくことが重要である。

【 視点　学力の向上 】
「しんだん」は、目標に達することができなかった学年・観点があった。しかし今年度も、全学年を通して、観点別に系統だてた指導を行ってきているので、今後も指導を継続させていくようにする。
具体的には、今後、学習環境のユニバーサル化をさらに推し進めながら、「思考力・判断力・表現力」を育成していくため、「説明」「論述」「討論」「対話」等の「言語活動」を重視した授業実践を質的・量的に充実させていきたい。また、学校図書館機能を充実させ、読書活動や調べ学習によりいっそう取組ませたい。さらに、音楽科を中心として、各教科・道徳・特別活動・総合・外国語活動などでの表現活動を活性化させていきたいと考えている。
なお、これまで指標としてきた「しんだん」の各領域正答率の平均については、そのまま指標にするのではなく、平均に近い児童の割合を一つの指標としていきたい。

【 視点　道徳心・社会性の育成 】
年度目標はほぼ達成できた。今後は計画の見直しも含めて、社会見学や体験学習を採り入れ人権教育の推進に努めていくようにする。また、自尊感情を高める活動を児童の実態に応

























じて、工夫して多く設けるようにしていく。さらに、自尊感情の低い児童には、その理由を分析し、教職員全体で理解を深め、保護者・地域・関係諸機関とも連携しながら取組みを強化していく。

【 視点　健康・体力の保持・増進 】
年度目標はほぼ達成できた。アンケート結果（「早起き」８３％「朝ごはん」９２％・「早寝」
７２％）から、生活スタイル（早寝・早起き・朝食）が改善されつつあることが判断できる。今後も、児童に対して継続して指導するとともに、早寝・早起き、朝食を取ること大切さを
保護者に伝えていく。
体力面では、全国運動能力調査の結果は向上が見られたが、年間を通した継続的な取り組み
や、系統立てた取り組みを今後も行っていく。













５　27年度の自己評価結果の総括　※運営に関する計画再掲(年度末に記述)
＜ 視点【学力の向上】年度目標の達成状況 ＞

①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、６４．８％であった。
②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、７３．９％であった。
①・②とも、大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合が、全学年において９０％以下となる結果となった。
③（保護者）国語　…　肯定的回答は７８％　　算数　…　肯定的回答は８２％
④（児 童）国語　…　肯定的回答は６９％　　算数　…　肯定的回答は８６％
　　これらの結果から、年度目標に十分に達成したとは言えないが、以下の取組みの結果、目標に迫ることはできたと考える。また、「しんだん」の各学年の結果や個人の経年調査の結果を見ると、中学年から高学年にかけて、学習が不十分になるきらいがあることがわかった。

＜ 【視点　道徳心・社会性の育成】年度目標の達成状況 ＞

①　「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」といった自尊感情に関する内容の質問に対して「はい」と答える児童の割合は以下のとおりとなった。
・　「自分のことを、すきだと思う」・・・・・・・７９％
・　「ちがいを認めあうことは大切だと思う」・・・８４％
このように「『はい』と答える児童の割合を９０％以上にする」という年度目標を達成したとは言えない。

②　１２月に行った遅刻調査の結果を、昨年の同時期（12月）と比べると、次のような結果になった。
・　１日平均の遅刻者数　（Ｈ２６）２．８人　→　（Ｈ２７）３．８人
・　遅刻児童の固定化がさらに進んでいる傾向にある。






























　このようなことから考えると、全体的には昨年度同様に、取組みを通して一定の成果をあげ、目標に迫ったと言える。ただ、自尊感情の低い児童、遅刻の多い児童が固定している現状がある。特に遅刻に関しては、学校選択制や指定区域外通学などにより、近隣校区から通学している児童もいるので、今後とも保護者や関係機関と連携して、登下校の安全性を確保していく必要がある。

＜【視点　健康・体力の保持・増進】年度目標の達成状況＞

○　平成２7年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「早寝」「早
起き」「朝ごはん」の３項目の結果
・　「早起き」（朝、７時には起きる）…　肯定的な回答が７４％
・　「朝ごはん」…　肯定的な回答が８９％
・　「早寝」（１０時には）…　肯定的な回答が６７％
　　「朝ごはん」については目標の８０％以上を達成することができたが、「早寝」「早起き」については今後さらに保護者への啓発が必要である。

○　本校が独自に、平成２７年度末に行った、全校児童対象の新体力テストの「２０ｍシャトルラン」の記録については、６月の結果と比べてみると、ほぼ全学年・全児童が６月の記録を上回り、「全学年とも６月の記録より向上させる」という年度目標が達成することできた。このことにより年間を通した取組みにより、持久力の向上が見られる。

　各視点での達成状況から総合的に考えると、平成２５年度当初に設定された中期目標の達成にいたるべく、３年間全教職員で努力してきた。その結果、十分に達成できたとは言い難いが、取組む以前の状態から考えると、かなり効果は上がってきていると感じている。
　特に、平成２７年度は、平成２５・２６年度とは着眼点を変え、
【視点　学力の向上】に関しては、
・　音楽、特に「歌唱」を通して表現力育成すること
・　学習環境のユニバーサル化を図り、インクルーシブ教育を進めていくこと
【視点　道徳心・社会性の育成】に関しては、
　・　全学年でＱ－Ｕを実施し、各学年の集団育成に生かしていくこと
【視点　健康・体力の保持・増進】に関しては、
　・休み時間の運動遊びを活発にするとともに、体育科の指導に各種の運動や遊びを採り入れること
などに、継続的に取組んできた。
　さらに、「運営に関する計画」には記載してないが、学習し既習事項となったことを教室
内や廊下に掲示したり、校舎内の階段に「九九」や音楽の曲の階名を常掲したり、休み時
間に教員が運動場に出て一緒に遊んだりと、全ての教職員が児童の育成のために、積極的
にアクションを起こし取組んできた。
　大阪市教育振興基本計画の１年間の延長を受け、次年度が中期目標の最終年になるが、
目標達成をめざすために、再度、児童の実態を分析し、どのような取組みが必要で、どこまでやれそうなのか、しっかり検討して計画を定めていきたい。














































【様式2‐1】指導部で記入　→
／
申請受付日

(所属(市費)コード　　７６１７６１　)

大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算【基本配付】配付申請書

	年　度　目　標
	達成状況

	【視点　学力の向上】

①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。（カリキュラム改革関連）

②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。（カリキュラム改革関連）

③　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは、国語の授業がわかりやすいと言っている」「子どもは、算数の授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。    　  （カリキュラム改革関連）

④　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において「とてもよくわかる・だいたいわかる」の割合を８０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）
	Ｃ



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【各種研究・研修の充実】
　言語活動を基盤として、音楽における「歌唱」について研究を深め、児童の表現
力が高まるようにする。　 　　      　　　　　　　　　　　(マネジメント改革関連)　
	Ａ

	指標
　○　各学年で、歌唱に関する研究授業を行う。
　○　各学期１回以上、音楽科の研修会を行う。
　○　各学年、年間１回以上、児童集会の時間に音楽発表をする。
	

	取組内容②【教育環境の整備】
児童が落ち着いた雰囲気の中で学習に取組み、達成感を感じ取ることができるように、
学習環境のユニバーサル化を図るとともに、インクルーシブ教育を推し進めていく。
 (マネジメント改革関連)　
	Ｂ

	指標
　○　年度末の学校教育アンケート（保護者対象）や学校生活アンケート（児童対
象）で、視覚的支援を含めた授業中の説明や指示がわかりやすいかどうかをたずね、肯定的な回答を８０％以上にする。
	

	取組内容③【言語力や論理的思考力】
　学校図書館の環境整備を行うとともに、図書の活用の充実を図り、児童の言語力や論理的思考力を高める。　　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革関連)
	Ｂ

	指標
○　年度末の学校生活アンケート（児童対象）で、「読書が好き」「本などを使って調べることがすき」と答える児童の割合を８０％以上にする。
	

	取組内容④【ＩＣＴを活用した教育の推進】
ＩＣＴを各教科の学習活動に効果的に活用し授業を実践する。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　(カリキュラム改革関連)
	Ａ

	指標
○　ＩＣＴを活用した授業を全学年で週１回以上実施する。
	

	２６年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 視点【学力の向上】年度目標の達成状況 ＞
　①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、Ａの観点「話すこと・聞くこと」については、いくつかの学年では大阪市平均（抽出校の平均）よりも正解率が上回った。全体としては大阪市平均よりも若干下回った。Ｃの観点「読むこと」においても、いくつかの学年では大阪市平均（抽出校の平均）よりも正解率が上回った。全体としては大阪市平均よりも若干下回った。
　②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科における、「数と計算」の観点においては、いずれの学年も大阪市平均を下回った。
　③　国語　…　肯定的回答は７６％　　算数　…　肯定的回答は６６％
　④　国語　…　肯定的回答は８０％　　算数　…　肯定的回答は７９％
　これらの結果から、年度目標に十分に達成したとは言えないが、以下の取組みの結果、目標に迫ることはできたと考える。

＜ 取組内容①【言語力や論理的思考能力の育成】の進捗状況 ＞
○　習熟度別少人数学習や２クラスに分けた分割学習を積極的に実施し、全体の場で話　すことが苦手な児童も話しやすくなる場を多く設けるようにした。子どもたち一人一人の発言が増えたり、話合い活動が充実したりした。特に、習熟度別によるクラス編成では、それぞれのクラスに合った課題を提示したことで、子どもたちの達成感が高まったように感じられた。
○　メンター研修を含め、全教員が研究授業を実施することができた。国語科、算数科　
　においては、授業後も指導者間の打ち合わせが定着化し、習熟度、少人数学習を可能な
限り実施することができ、児童の学力向上に向けて取り組むことができた。
○　１学期には障がい児・者の問題について、２学期は将来の夢や目標について、３学

	期は国際理解について、それぞれゲストティーチャーを招き、講話や体験活動に取り
組むことができた。なかでも、２学期の夢授業では、セレッソ大阪の指導者を招き、サ
ッカーを楽しんだり、将来の夢について語ってもらったり、本校児童にはこの上ない経
験、思い出となった。小規模校、単学級で将来の夢や目標を意識する機会が少ない児童
にも良い刺激となった。
　○　話を聞く姿勢づくりのために、作業療法士・野村寿子さんが中心となって考案した
　　姿勢保持機能を備えた座位保持クッション（商品名「ピント」「ピントキッズ」）を全員分購入した、会計事務の遅れの関係で納品が２月になったが、使用してすぐに子どもたちの座り方が変わった。背筋をまっすぐにして座る児童が増え、集中力が今後ついていくことが期待できる。次年度も引き続き経過を観察し、効果測定に努めたい。
　○　学級や図書館で購入した図書を活用したり、児童の発表の際にマグネットボードを使用したりした。調べる楽しさや発表し意見を交流する楽しさを感じ取ることができてきている。

＜ 取組内容②【ＩＣＴを活用した教育の推進】の推進状況 ＞
○　国語、社会、理科、体育、外国語活動等いろいろな教科・領域にわたって、書画カ
メラ、電子黒板、プロジェクター、タブレットなど何らかの形でＩＣＴを活用した授
業を週に３時間～１０時間程度は取り入れることができた。
ＩＣＴの活用によって、視覚的な理解度も高まるために、非常に有効であった。
　○　平成２６年度中にタブレットが配備されなかったので、研修会の開催を見送り、プロジェクターの購入に充てた。図鑑は書画カメラで拡大・投影し、児童の学習の理解を助けることができた。

＜ 取組内容③【自主学習習慣の確立】の推進状況 ＞
○　読み聞かせ、漢字、計算問題、しんだんの過去問題、一人学びワークなどに取組ん
だ。どんどんやっていきたいという教材作りをすることで、児童一人一人の意欲が高
まり、ワーク等をする意味もなしてきていると思う。計算が早くなった児童も見られ
た。
○　国語科では、学習している教材に準じた「一人学びプリント」を活用することがで
きた。自分の読みを深める手立てとすることができた。また、算数科においては、復
習プリントを活用するなど、年間を通して積み重なっていけるよう取り組んだ。
　○　ぐんぐんタイムや授業時間に活動時間を意識して取組むことができるように、スクールタイマーを購入し活用している。児童が時間内に集中して課題に取組むことが徐々にできるようになってきた。
　○　朝の会やぐんぐんタイムに読むことができる図書を購入した。自主学習習慣の形成
　　に役立った。

	27年度への改善点

	○　年度目標に向けた取組み内容について、十分に推進され、達成しているにも関わらず、年度目標は数値的には達成しきれなかった。このことから、次年度が３年目の最終年となる中期目標の達成の（またはそれに近づく）ために、１年間、学校全体としてどのような取組み内容を進めていくべきか、抜本的かつ組織的に検討し、教職員全体が共通理解して計画・立案し、確実に実践する必要がある。
　（・指導体制の確立　　・日々の授業づくりの検討（低・中・高学年部会）
　　・朝の時間の活用　　・ぐんぐん学習タイムの充実　　・放課後指導のあり方の検討
　　・家庭への「自主学習」の啓発　　・授業のユニバーサル化　　・行事等の検討
・校内環境のユニバーサル化　　・個別支援が必要な児童への支援方法
・学習塾や企業（のノウハウ、プリント）の活用　　など）
○　「言語力や論理的思考能力の育成」に向けては、国語・算数において意見を交流する機会を増やすとともに、質的な向上があるように実践を深めていく。また、他の教育活動において取組むべき「言語活動」の内容を明らかにしながら、「話す」「聞く」「書く」「読む」機会を多くして、よりいっそうの充実を図るようにする。
　　（各教科・道徳・特別活動・「総合的な学習」の時間・外国語活動のそれぞれにおいて
どのような活動が行えるか、各自が提示し、共有する。　例：図画工作科…「対話
型鑑賞」の授業、体育科…器械運動で各段階における技のポイントを言葉で伝える　　
など）
○　ゲストティーチャーの招聘については、指導者自身が児童に先んじて学んでおくよ
うにしながら、単元・目的・児童の活動内容（言語活動）などを今後さらに考慮して
実践するようにする。
○　「ＩＣＴを活用した教育の推進」については、次年度、タブレット端末が配布され
るので、それに伴って必要な周辺機器やアプリケーションソフトを調査・把握して購
入するための予算措置をしておく必要がある。
○　「ぐんぐん学習」は、その内容を大別し、日替わり・週替わりで実施するなど変化
をもたせながら取組み、児童自身が学習システムとしてきちんと認識して、自主的に
活動することができるようにする。
（考えられる例）
　　　・　その段階での教科学習をサポートする活動　…　新出漢字、語句の意味調べ、
問題プリント　　など
　　　・　いろいろなパターンの問題に取組む活動　…　「しんだん」の過去問題　など







	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 視点【学力の向上】年度目標の達成状況 ＞

①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、６４．８％であった。
②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、７３．９％であった。
大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合が、全学年において９０％以下となる結果となった。
③（保護者）国語　…　肯定的回答は７８％　　算数　…　肯定的回答は８２％
④（児 童）国語　…　肯定的回答は６９％　　算数　…　肯定的回答は８６％
　これらの結果から、年度目標に十分に達成したとは言えないが、以下の取組みの結果、目標に迫ることはできたと考える。また、「しんだん」の各学年の結果や個人の経年調査の結果を見ると、中学年から高学年にかけて、学習が不十分になるきらいがあることがわかった。

＜ 取組内容①【各種研究・研修の充実】の進捗状況 ＞
・　１学期に指導案の作成、教材決定、研修をして２学期から研究授業の計画を立てて行
　った。討議会後に研修会をすることで、指導力向上につながった。
・　討議会で出た意見や指導講評が次の学年の授業に生かされていた。
・　年間通して同じ講師に指導助言を受けたり、事前に授業の相談をしたりしながら、進　
めることができた。
・　音楽集会や記念式典で歌う機会を設けたことで、多くの人前で歌う心地よさや楽しさ　
　を感じることができた。

＜ 取組内容②【教育環境の整備】の進捗状況 ＞
・　教室前にはできる限り掲示物を少なくする、一日の予定が分かるように提示するなど　
　の視覚的理解ができるように、教室の掲示物や掲示の仕方の工夫を図った。そのことで、
どの児童にもわかりやすい環境をつくることができ、学習規律も定着することができた。
・　クールダウンできる場となる教室を設置し、活用方法の共通理解を図った。

＜ 取組内容③【言語力や論理的思考力】の進捗状況 ＞
・　図書室内のレイアウト、おすすめの本の紹介コーナーの設置、新書の増加など環境整　
　備を進めたことにより、読書だけでなく、学習にのために図書を活用しやすくなった。
・　公立図書館の団体貸出を利用し、国語科や社会科の学習内容の幅を広げたり、毎朝の
　読書の時間に利用するなどして、読書を親しむ児童が増えた。
＜ 取組内容④【ＩＣＴを活用した教育の推進】の進捗状況 ＞
・　デジタル教科書やデジタル配信教材の活用により、具体物を容易に操作したり、何度
　も確認したりすることができた。
・　書画カメラを用いて、読み聞かせをしたり、ノート指導を行ったため、集中力の高ま
　りがみられた。
・　プロジェクターの数も増えたため、準備もはやくできるようになり、簡単に使用でき
　る環境になった。

	次年度（今後）への改善点

	○　年度目標に向けた取組み内容については十分に推進され、達成しているにも関わらず、
年度目標は数値的には達成しきれなかった。このことから、次年度が４年目の最終年と
なる中期目標の達成の（またはそれに近づく）ために、１年間、学校全体としてどのよ
うな取組み内容を進めていくべきか、抜本的かつ組織的に検討し、教職員全体が共通理
解して計画・立案し、確実に実践する必要がある。
　（・指導体制の確立　　・日々の授業づくりの検討（低・中・高学年部会）
　　・朝の時間の活用　　・ぐんぐん学習タイムの充実　　・放課後指導のあり方の検討
　　・家庭への「自主学習」の啓発　　・授業のユニバーサル化　　・行事等の検討
・校内環境のユニバーサル化　　・個別支援が必要な児童への支援方法　など）

①　・歌唱以外の領域の指導力向上にも努める。
・児童の実態を把握し、目標設定の見直しをする必要がある。
・オルガンの活用方法を周知して、授業に生かせられるようにする。
・楽器の演奏方法を研修して、指導者の音楽に対する知識が高められるようにする。

②　・さらなる環境整備を行う。
・「インクルーシブ教育」の研修を受けて、本校におけるインクルーシブ教育のあり方を明らかにし、共通理解していく。

③　・図書室の本を活用した調べ学習を取り入れた授業展開を考える。
・図書室の更なる環境整備を進める。

④　・プロジェクター、書画カメラなどの視聴覚機器の幅広い活用方法を理解する。
・タブレットの活用を図る研修会を設ける。























【様式2‐1】指導部で記入　→
／
申請受付日

(所属(市費)コード　　７６１７６１　)

大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算【基本配付】配付申請書

	年度目標
	達成状況

	【 視点　道徳心・社会性の育成 】
①　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の自尊感情「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」といった内容の質問に対して「はい」と答える児童の割合を９０％以上にする。 （カリキュラム改革関連）
②　平成２７年度末の校内調査において、遅刻の児童の割合を、前年度より減少させる。
（カリキュラム改革関連）
	Ｂ




	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容①【人権を尊重する教育の推進】
　人権総合学習年間計画に基づき、「ひと・もの・こと」と出会って、児童の豊かな感性を培い、互いの違いを認め合い、人権を大切にして行動できる態度を養うようにする。
(カリキュラム改革関連)　
	Ｂ

	指標
　○　各学年で学期に１回以上ゲストティーチャーを招いたり、施設を見学したり、体験したりして人権教育を推進する。
　○　Ｑ－Ｕを各学期に実施し、結果を分析して、各学級の集団育成に生かしていく。
	

	取組内容②【学校・家庭・地域の連携の推進】
　遅刻の児童の減少をめざし、遅刻気味の児童への適切な言葉かけや支援を行うとともに、家庭へも随時連絡を行い保護者への協力の要請も図る。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革・ガバナンス改革)　　
	Ｂ

	指標
　○　平成２６年度よりも、遅刻する児童の平均人数を減らす。
	

	取組内容③【安全教育の推進】
　必要に応じて保護者・地域・関係諸機関と連携しながら、防災教育・防犯教育・交通安全教育・情報教育などを行い、安全への意識を高めるとともに、緊急時に対応する能力の基礎を養う。　　　　　　　　　　(マネジメント改革・ガバナンス改革)
	Ａ

	指標
○　年間計画に基づき、年３回、台風・地震・津波の避難訓練を行う。内一回は保護者・地域・保育所・中学校と連携しながら、土曜授業で実施する。さらに、心身の安全を守るための教育活動を推進する。
	

	２６年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 【視点　道徳心・社会性の育成】年度目標の達成状況 ＞
○　「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」といった
自尊感情に関する内容の質問に対して「はい」と答える児童の割合は７９％になり、
昨年度とほぼ同程度であり、今年度の目標を達成したとは言えない。
○　昨年の同時期と比べると、次のような結果になった。
　　・　１日平均の遅刻者数　（Ｈ２５）０．４５名　→　（Ｈ２６）０．４８名
　・　昨年度との比較　１学年のみ増加傾向、他の学年は、減少もしくは現状維持
　　　　また、遅刻児童は固定化される傾向にある。
○　このようなことから考えると、全体的には昨年度同様に、取組みを通して一定の成
果をあげ、目標に迫ったと言える。ただ、自尊感情の低い児童、遅刻の多い児童が固
定している現状がある。

＜ 取組内容①【人権を尊重する教育の推進】の推進状況 ＞
○　人権総合学習年間計画に基づいて、各学年でゲストティーチャーを招いたり、施設に見学に行ったりすることができた。体育科や社会科、修学旅行、人権デー（ソンセンニム）等、様々な方をゲストティーチャーに迎えて学習することができた。また、２学期には芸術鑑賞が行われ、平和の話を交えながら、琉球音楽に親しみをもって聴くことができた。
　　
＜ 取組内容②【学校・家庭・地域の連携の推進】の推進状況 ＞
○　担任や学年担当が家庭への連絡を密にとり、保護者への啓発を続けた。遅刻傾向にある児童の保護者への連絡は、単に遅刻の連絡だけでなく、日々の学校での出来事や良かったことなども連絡した。そのことで、遅刻傾向にあった児童の遅刻回数が減った。さらに、職員会議や学年連絡会などで共通理解をはかり、学校全体で遅刻減少に向けての取り組みを行うことができた。

＜ 取組内容③【防災教育の推進】の推進状況 ＞
○　年間計画に基づいて、年３回の避難訓練、且つ阪神大震災・東日本大震災を教訓に
した防災教育を企画、実施することができた。特に、２学期の防災・避難訓練は、保
護者・連合町会・保育所など多くの人の参加のもとで実施することができ、子どもた
ちの防災に関する意識が高まった。
登下校時に赤白帽を着用するよう、手紙などで保護者に知らせているが、着用が徹
底できてはいない。


	27年度への改善点

	○　児童が本来もっている「自尊感情」を引き出し、しっかりと感じ取らせていくため
には、さまざまな活動の中で、役割を持ち、ねばり強く活動し、周囲から認められ、称
賛されることで達成感を感じられるようにしなければならない。そのためにも、取組みの精選、取組みの過程の充実、より効果的な支援が必要であると考えられる。このよう

	な点について、計画段階で十分に検討するようにしていく。また、関係諸機関と連携し
ながら家庭の子育てに対する支援を行い、児童一人一人の心の安定をはかっていくよ
うにする。
○　遅刻に対しては、保護者への具体的な啓発、働きかけをさらに進めるようにする。
○　今年度見直した人権総合学習年間計画に基づいて実践を進めてきたが、道徳教育の
充実をはかるために人権学習との兼合いを考えながら、年間計画を見直していく。さ
らに、施設や人材の確保が難しい現状から、取組内容を見直し、人権学習だけにとら
われず、地域学習等も含めて施設、人材を探していく必要がある。
○　遅刻傾向にある児童の保護者への啓発は、遅刻連絡だけでなく、日々の学校生活で
の良かったことや遅刻しないで登校した時の感謝の電話なども行うよう共通理解をは
かる。
○　校区外から通学する児童の安全管理を、保護者と十分に確認しておく。
○　今年度同様、年間計画をたて、防犯や交通に関する安全教育も取り入れ、継続指導
していく。登下校時の帽子の着用を徹底して継続指導するとともに、保護者への啓発
も引き続き行っていく。

	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 【視点　道徳心・社会性の育成】年度目標の達成状況 ＞

①　「自分のことを、すきだと思う」「ちがいを認めあうことは大切だと思う」といった自尊感情に関する内容の質問に対して、「はい」と答える児童の割合は以下のとおりとなった。
・「自分のことを、すきだと思う」・・・・・・・７９％
・「ちがいを認めあうことは大切だと思う」・・・８４％
このように「『はい』と答える児童の割合を９０％以上にする」という年度目標を達成した
とは言えない。

②　１２月に行った遅刻調査の結果を、昨年の同時期（12月）と比べると、次のような結果になった。
・　１日平均の遅刻者数　（Ｈ２６）２．８人　→　（Ｈ２７）３．８人
・　遅刻児童の固定化がさらに進んでいる傾向にある。

○　このようなことから考えると、全体的には昨年度同様に、取組みを通して一定の成果をあげ、目標に迫ったと言える。ただ、自尊感情の低い児童、遅刻の多い児童が固定している現状がある。特に遅刻に関しては、学校選択制や指定区域外通学などにより、近隣校区から通学している児童もいるので、今後とも保護者や関係機関と連携して、登下校の安全性を確保していく必要がある。

	＜ 取組内容①【人権を尊重する教育の推進】の進捗状況 ＞
・　豊かな人権感覚を育てるために、人権総合学習年間計画に沿ってゲストティーチャー　
　を招いた実践や施設見学を通して学習を深めてきた。また、生活科や外国語活動、道徳や民族学級における活動等でもたくさんの人との出会いを大切にしながら、自分たちの　生活と結びつけるようにしてきた。
・　新たな見学施設や人材についても今年度見直して進めてきた。
・　Q-Uについては、通年２回の実施となったが、実施方法から結果の分析までの研修を
　実施し、各学級担任・担当にとどまらず、全職員で共通理解をはかった。子どもの変化
に気付いたり、子どもの思いに立ちどまったりと、配慮が必要な子どものケアや対応だ
けでなく、学級集団として高めていこうとする学級経営の見直しを図ることができた。

＜ 取組内容②【学校・家庭・地域の連携の推進】の進捗状況 ＞
・　学校、家庭、地域、高等学校等と連携しながら挨拶運動に取り組んだり、家庭への粘
　り強い啓発活動を続けたりしたことで、遅刻の数は減少した。
・　時間を守ることの大切さや、自分の身の回りのことは自分できちんとするということ
　を学級等の指導で行ったり、誘いあい登校や近隣の子どもたちで一緒に登校できるよう
に呼びかけたりすることも効果があった。しかし、遅刻者の固定化や週初めの遅刻者の増
加は依然として課題とされる。

＜ 取組内容③【安全教育の推進】の進捗状況 ＞
・　年間の防災計画に基づき、火災・台風・地震・津波の避難訓練を実施した。行政機関　
　や中学校とも連携しながら地域合同での訓練を実施したこともあり、子どもたちだけでなく地域や保護者の防災意識も高まった。
・　防犯教育、交通安全教育、情報教育についても適宜実施し、緊急時に対する対応能力　
　は高まった。

	次年度への改善点

	○　「自尊感情」は、さまざまな取組みで「高める」ものではなく、本来、すべての子どもの中に、潜在的に備わっているものである。重要なのはそれを「引き出し」、その子ども自身にしっかりと感じ取らせていくことである。そのためには、学習活動や自主活動などにおいて、自己の役割を意識しながら粘り強く活動し、努力や成果が周囲から認められ、称賛されることで、達成感を感じられるようにしなければならない。今後もさらに、取組みの精選、取組みの過程の充実、より効果的な支援が必要であると考えられる。
このような点について、計画段階で十分に検討するようにしていく。また、関係諸機関と連携しながら家庭の子育てに対する支援を行い、児童一人一人の心の安定をはかっていくようにする。

①　遅刻に対しては、保護者への具体的な啓発、働きかけをさらに進める。

②　より多くの人との関わりをもって、様々な体験活動ができるようにするため、子ども
　の実態に即した教材の選定と新たな人材や施設等を検討していく。
　 　Q-Uについては、個人としての変化やケアに活用してきたが、集団として更に高めていくために、３回の実施を確実に行い、子どもの実態について学校全体で共通理解を図り取り組んでいく。

③　地域や関係諸機関の協力を仰ぎつつ、保護者にも継続した啓発と協力を促す。学級だ　けでなく、学校生活の色々な場面で全教職員で子どもたちにも指導を続けていく。

④　安全意識と緊急時における対応能力が更に高まるように、引き続き計画的に実施する。
防犯教育や教職員の「不審者対応」等の研修も検討する。また、子どもたちの日常的な安
全意識の向上に向けて、廊下の歩行や登下校の帽子についても引き続き指導する。


































　【様式3‐1】／
指導部で記入　→
申請受付日

(所属(市費)コード　　７６１７６１　)

大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算【加算配付】配付申請書

	年度目標
	達成状況

	【視点　学力の向上】
①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。
 （カリキュラム改革関連）
②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、いずれの学年も大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合を９０％以上にする。
  （カリキュラム改革関連）
③　平成２７年度末の本校作成の学校教育アンケート（保護者対象）における「子どもは、国語の授業がわかりやすいと言っている」「子どもは、算数の授業がわかりやすいと言っている」の肯定的な割合を８０％以上にする。　     （カリキュラム改革関連）
④　平成２７年度末の本校作成の学校生活アンケート（児童対象）の「学習の様子」において「とてもよくわかる・だいたいわかる」の割合を９０％以上にする。
（カリキュラム改革関連）
	Ｃ



	年度目標の達成に向けた取組内容、取組の進捗状況を測る指標
	進捗状況

	取組内容②【教育環境の整備】
児童が落ち着いた雰囲気の中で学習に取組み、達成感を感じ取ることができるように、
学習環境のユニバーサル化を図るとともに、インクルーシブ教育を推し進めていく。
 (マネジメント改革関連)　　　　　　　　　
	Ｂ

	指標
　○　年度末の学校教育アンケート（保護者対象）や学校生活アンケート（児童対
象）で、視覚的支援を含めた授業中の説明や指示がわかりやすいかどうかをたずね、肯定的な回答を８０％以上にする。
	

	取組内容③【言語力や論理的思考力】
　学校図書館の環境整備を行うとともに、図書の活用の充実を図り、児童の言語力や論理的思考力を高める。　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革関連)　　　　　　
	Ｂ

	指標
　○　年度末の学校生活アンケート（児童対象）で、「読書が好き」「本などを使って調べることがすき」と答える児童の割合を８０％以上にする。
	

	取組内容④【ＩＣＴを活用した教育の推進】
ＩＣＴを各教科の学習活動に効果的に活用し授業を実践する。カリキュラム改革関連)
	Ａ

	指標
○　ＩＣＴを活用した授業を全学年で週１回以上実施する。
	

	26年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 視点【学力の向上】年度目標の達成状況 ＞
　①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、Ａの観点「話すこと・聞くこと」については、いくつかの学年では大阪市平均（抽出校の平均）よりも正解率が上回った。全体としては大阪市平均よりも若干下回った。Ｃの観点「読むこと」においても、いくつかの学年では大阪市平均（抽出校の平均）よりも正解率が上回った。全体としては大阪市平均よりも若干下回った。
　②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科における、「数と計算」の観点においては、いずれの学年も大阪市平均を下回った。
　③　国語　…　肯定的回答は７６％　　算数　…　肯定的回答は６６％
　④　国語　…　肯定的回答は８０％　　算数　…　肯定的回答は７９％
　これらの結果から、年度目標に十分に達成したとは言えないが、以下の取組みの結果、目標に迫ることはできたと考える。

＜ 取組内容①【言語力や論理的思考能力の育成】の進捗状況 ＞
○　習熟度別少人数学習や２クラスに分けた分割学習を積極的に実施し、全体の場で話すことが苦手な児童も話しやすくなる場を多く設けるようにした。子どもたち一人一人の発言が増えたり、話合い活動が充実したりした。特に、習熟度別によるクラス編成では、それぞれのクラスに合った課題を提示したことで、子どもたちの達成感が高まったように感じられた。
○　メンター研修を含め、全教員が研究授業を実施することができた。国語科、算数科に
　おいては、授業後も指導者間の打ち合わせが定着化し、習熟度、少人数学習を可能な限り実施することができ、児童の学力向上に向けて取り組むことができた。
○　１学期には障がい児・者の問題について、２学期は将来の夢や目標について、３学期は国際理解について、それぞれゲストティーチャーを招き、講話や体験活動に取り組むことができた。なかでも、２学期の夢授業では、セレッソ大阪の指導者を招き、サッカーを楽しんだり、将来の夢について語ってもらったり、本校児童にはこの上ない経験、思い出となった。小規模校、単学級で将来の夢や目標を意識する機会が少ない児童にも良い刺激となった。
＜ 取組内容②【ＩＣＴを活用した教育の推進】の推進状況 ＞
○　国語、社会、理科、体育、外国語活動等いろいろな教科・領域にわたって、書画カメラ、電子黒板、プロジェクター、タブレットなど何らかの形でＩＣＴを活用した授業を週に３時間～１０時間程度は取り入れることができた。
ＩＣＴの活用によって、視覚的な理解度も高まるために、非常に有効であった。
＜ 取組内容③【自主学習習慣の確立】の推進状況 ＞
○　読み聞かせ、漢字、計算問題、しんだんの過去問題、一人学びワークなどに取組んだ。どんどんやっていきたいという教材作りをすることで、児童一人一人の意欲が高まり、ワーク等をする意味もなしてきていると思う。計算が早くなった児童も見られた。
○　国語科では、学習している教材に準じた「一人学びプリント」を活用することができた。自分の読みを深める手立てとすることができた。また、算数科においては、復習プリントを活用するなど、年間を通して積み重なっていけるよう取り組んだ。

	27年度への改善点

	○　年度目標に向けた取組み内容について、十分に推進され、達成しているにも関わらず、年度目標は数値的には達成しきれなかった。このことから、次年度が３年目の最終年となる中期目標の達成の（またはそれに近づく）ために、１年間、学校全体としてどのような取組み内容を進めていくべきか、抜本的かつ組織的に検討し、教職員全体が共通理解して計画・立案し、確実に実践する必要がある。
　（・指導体制の確立　　・日々の授業づくりの検討（低・中・高学年部会）
　　・朝の時間の活用　　・ぐんぐん学習タイムの充実　　・放課後指導のあり方の検討
　　・家庭への「自主学習」の啓発　　・授業のユニバーサル化　　・行事等の検討
・校内環境のユニバーサル化　　・個別支援が必要な児童への支援方法
・学習塾や企業（のノウハウ、プリント）の活用　　など）

○　「言語力や論理的思考能力の育成」に向けては、国語・算数において意見を交流する機会を増やすとともに、質的な向上があるように実践を深めていく。また、他の教育活動において取組むべき「言語活動」の内容を明らかにしながら、「話す」「聞く」「書く」「読む」機会を多くして、よりいっそうの充実を図るようにする。
　（各教科・道徳・特別活動・「総合的な学習」の時間・外国語活動のそれぞれにおいてどのような活動が行えるか、各自が提示し、共有する。　例：図画工作科…「対話型鑑賞」の授業、体育科…器械運動で各段階における技のポイントを言葉で伝える　　など）

○　ゲストティーチャーの招聘については、指導者自身が児童に先んじて学んでおくようにしながら、単元・目的・児童の活動内容（言語活動）などを今後さらに考慮して実践するようにする。

○　「ＩＣＴを活用した教育の推進」については、次年度、タブレット端末が配布されるので、それに伴って必要な周辺機器やアプリケーションソフトを調査・把握して購入するための予算措置をしておく必要がある。

○　「ぐんぐん学習」は、その内容を大別し、日替わり・週替わりで実施するなど変化をもたせながら取組み、児童自身が学習システムとしてきちんと認識して、自主的に活動する
ことができるようにする。
（考えられる例）
　・　その段階での教科学習をサポートする活動　…　新出漢字、語句の意味調べ、問題プリント　　など
　・　いろいろなパターンの問題に取組む活動　…　「しんだん」の過去問題　など
　・　児童自らが取組んでいく活動　…　積み上げ型計算問題
　・　資格取得を目標にした活動　…　漢字検定　児童英検　日本語検定　など








	年度目標の達成状況や取組の進捗状況の結果と分析

	＜ 視点【学力の向上】年度目標の達成状況 ＞

①　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」国語科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、６４．８％であった。
②　大阪市教育研究会の作成する「しんだん」算数科において、抽出校の平均正答率の８０％を上回った本校の児童の割合は、７３．９％であった。
大阪市平均の正答率の８０％を上回る児童の割合が、全学年において９０％以下となる結果となった。
③（保護者）国語　…　肯定的回答は７８％　　算数　…　肯定的回答は８２％
④（児 童）国語　…　肯定的回答は６９％　　算数　…　肯定的回答は８６％
　これらの結果から、年度目標に十分に達成したとは言えないが、以下の取組みの結果、目標に迫ることはできたと考える。また、「しんだん」の各学年の結果や個人の経年調査の結果を見ると、中学年から高学年にかけて、学習が不十分になるきらいがあることがわかった。

＜ 取組内容①【各種研究・研修の充実】の進捗状況 ＞
・　１学期に指導案の作成、教材決定、研修をして２学期から研究授業の計画を立てて行
　った。討議会後に研修会をすることで、指導力向上につながった。
・　討議会で出た意見や指導講評が次の学年の授業に生かされていた。
・　年間通して同じ講師に指導助言を受けたり、事前に授業の相談をしたりしながら、進めることができた。
・　音楽集会や記念式典で歌う機会を設けたことで、多くの人前で歌う心地よさや楽しさ　を感じることができた。

＜ 取組内容②【教育環境の整備】の進捗状況 ＞
・　教室前にはできる限り掲示物を少なくする、一日の予定が分かるように提示するなど　
　の視覚的理解ができるように、教室の掲示物や掲示の仕方の工夫を図った。そのことで、
どの児童にもわかりやすい環境をつくることができ、学習規律も定着することができた。
・　クールダウンできる場となる教室を設置し、活用方法の共通理解を図った。

＜ 取組内容③【言語力や論理的思考力】の進捗状況 ＞
・　図書室内のレイアウト、おすすめの本の紹介コーナーの設置、新書の増加など環境整　
　備を進めたことにより、読書だけでなく、学習にのために図書を活用しやすくなった。
・　公立図書館の団体貸出を利用し、国語科や社会科の学習内容の幅を広げたり、毎朝の
　読書の時間に利用するなどして、読書を親しむ児童が増えた。

＜ 取組内容④【ＩＣＴを活用した教育の推進】の進捗状況 ＞
・　デジタル教科書やデジタル配信教材の活用により、具体物を容易に操作したり、何度
　も確認したりすることができた。
・　書画カメラを用いて、読み聞かせをしたり、ノート指導を行ったため、集中力の高ま
　りがみられた。
・　プロジェクターの数も増えたため、準備もはやくできるようになり、簡単に使用でき
　る環境になった。

	次年度（今後）への改善点

	○　年度目標に向けた取組み内容については十分に推進され、達成しているにも関わらず、
年度目標は数値的には達成しきれなかった。このことから、次年度が４年目の最終年と
なる中期目標の達成の（またはそれに近づく）ために、１年間、学校全体としてどのよ
うな取組み内容を進めていくべきか、抜本的かつ組織的に検討し、教職員全体が共通理
解して計画・立案し、確実に実践する必要がある。
　（・指導体制の確立　　・日々の授業づくりの検討（低・中・高学年部会）
　　・朝の時間の活用　　・ぐんぐん学習タイムの充実　　・放課後指導のあり方の検討
　　・家庭への「自主学習」の啓発　　・授業のユニバーサル化　　・行事等の検討
・校内環境のユニバーサル化　　・個別支援が必要な児童への支援方法　など）

①　・歌唱以外の領域の指導力向上にも努める。
・児童の実態を把握し、目標設定の見直しをする必要がある。
・オルガンの活用方法を周知して、授業に生かせられるようにする。
・楽器の演奏方法を研修して、指導者の音楽に対する知識が高められるようにする。

②　・さらなる環境整備を行う。
・「インクルーシブ教育」の研修を受けて、本校におけるインクルーシブ教育のあり方を明らかにし、共通理解していく。

③　・図書室の本を活用した調べ学習を取り入れた授業展開を考える。
・図書室の更なる環境整備を進める。

④　・プロジェクター、書画カメラなどの視聴覚機器の幅広い活用方法を理解する。
・タブレットの活用を図る研修会を設ける。





















【様式11】指導部で記入　→
／
申請受付日

(所属(市費)コード　７６１７６１)
大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算【基本配付】決算報告書

　既配付額　　３６０，０００円


◆取組内容
	取組内容①【各種研究・研修の充実】
言語活動を基盤として、音楽における「歌唱」について研究を深め、児童の表現力が高まるようにする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　(マネジメント改革関連)　

	取組内容②【教育環境の整備】
児童が落ち着いた雰囲気の中で学習に取組み、達成感を感じ取ることができるように、学習環境のユニバーサル化を図るとともに、インクルーシブ教育を推し進めていく。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
(マネジメント改革関連)　　

	取組内容③【人権を尊重する教育の推進】
人権総合学習年間計画に基づき、「ひと・もの・こと」と出会って、児童の豊かな感性を培い、互いの違いを認め合い、人権を大切にして行動できる態度を養うようにする。
(カリキュラム改革関連)　



　
◆費目別予算執行見込額(※円単位)
	予算費目
	8－1
報償金
	11－1
消耗品費
	11－4
印刷製本費
	11－6
建物修繕料
	12－1
通信運搬費
	12－4
手数料

	既配付額
	58,500
	232,624
	0
	0
	10,956
	0

	執行額
	58,500
	232,624
	0
	0
	10,956
	0

	不要額
	0
	0
	0
	0
	0
	0



	予算費目
	12－7
損害保険料
	13
委託料
	14－1
使用料
	14－2
船車賃借料
	18－2
校用器具費
	18－3
図書購入費

	既配付額
	0
	50,000
	7,920
	0
	0
	0

	執行額
	0
	50,000
	7,920
	0
	0
	0

	不要額
	0
	0
	0
	0
	0
	0




　









【様式12】指導部で記入　→
／
申請受付日

(所属(市費)コード　７６１７６１)
大阪市立北津守小学校　平成27年度　校長経営戦略予算【加算配付】決算報告書

　既配付額　３，６３０，３１２円


◆取組内容
	取組内容①【教育環境の整備】
児童が落ち着いた雰囲気の中で学習に取組み、達成感を感じ取ることができるように、学習環境のユニバーサル化を図るとともに、インクルーシブ教育を推し進めていく。
 (マネジメント改革関連)

	取組内容②【言語力や論理的思考力】
　学校図書館の環境整備を行うとともに、図書の活用の充実を図り、児童の言語力や論　
理的思考力を高める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(カリキュラム改革関連)

	取組内容③【ＩＣＴを活用した教育の推進】
ＩＣＴを各教科の学習活動に効果的に活用し授業を実践する。　(カリキュラム改革関連)　



　
◆費目別予算執行見込額(※円単位)
	予算費目
	8－1
報償金
	11－1
消耗品費
	11－4
印刷製本費
	11－6
建物修繕料
	12－1
通信運搬費
	12－4
手数料

	既配付額
	0
	1,783,988
	0
	0
	0
	0

	執行額
	0
	1,783,753
	0
	0
	0
	0

	不要額
	0
	235
	0
	0
	0
	0



	予算費目
	12－7
損害保険料
	13
委託料
	14－1
使用料
	14－2
船車賃借料
	18－2
校用器具費
	18－3
図書購入費

	既配付額
	0
	0
	0
	0
	1,846,324
	0

	執行額
	0
	0
	0
	0
	1,846,324
	0

	不要額
	0
	0
	0
	0
	
	0
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